
 

 

 

 

 

「白川村に育つ子ども」という証 

                                  校長  水川 和彦 
  先日、義父の十三回忌があり、読経の後のご住職との雑談の中で、今年高校を卒業

する我が娘の１０年以上も前の小学校時代のエピソードに花が咲きました。 

 小さな子にとって仏事は、まったくつまらない時間であったに違いありません。読

経の間中、いつも、もぞもぞと動いては妻を困らせていました。 

 しかし、娘も、そのうち「なあ～もあみだあ～んぶ（南無阿弥陀仏）」と大人に混

じってお経を読むようになりました。意味はわからないのですが、どうも『おもしろ

い歌』のように感じたのだと思います。そうなると、近くの大人も「わりゃ、小さい

のにがんばったなあ。」とほめてくれるものですから、意味もわからずその部分を一

緒に唱えて喜んでいました。 

 ある日のこと、正信偈の一節にある言葉の意味が気になったのか、読経が終わり一

服されているお坊さんに、娘は突然「『三途の黒闇開くなり』ってどういう意味なのですか？」と聞きました。

特に深い意味はなかったのだと思いますが、それでもご住職は、丁寧に意味をお話しくださいました。「仏光照

曜最第一 光炎王仏となづけたり 三途の黒闇ひらくなり 大応供を帰命せよ」とは、「ひと度信眼が開ければ、

仏の光明の徳によって、地獄、餓鬼、畜生の三悪の世界が、明らかに見えるようになる」という親鸞聖人の教え

だとのことでした。 

 ご住職も、子どもにこんなことを聞かれたのは初めてだったようで、このときの娘の質問を１０年以上もたっ

ているのに、未だに覚えてくださっていたのです。 子どもにとって、成長することは、少しずつ大人の世界を学

ぶことにほかなりません。しかし、未熟で柔軟であるからこそ、小さな子どものうちにすり込まれた教えは、大

人として生きる上での大切な礎になるものと思っています。 

 

そういえば、飛騨のある小学校の算数の授業で、こんなことがあったと聞きました。 

・・・３年生になると、「あまりのあるわり算」を学習するようになります。 

『２０個のビスケットを一人に３個ずつ分けると、何人にあげられるでしょう』 

あまりの出ないわり算を勉強し得意になってきている子どもたちは、一気に困ります。 

口々に「われません」とか「答えがありません」とか初めは言います。 

『一人だけ２個にして７人に分けます。』とか、『残った２個を小さく分けて６人に分けます』とか、『２個は

ゴミ箱に捨てます』なんていう答えまで出て、教室は騒然となります。 

しかし、そんな中、学級一番のやんちゃ坊主がこう言ったそうです。 

『一人に３個ずつ分けるやろ。そしたら２個余るから、それは、仏様にあげとくんやさ。』 

 この家庭のお父さんやお母さん、そしておじいちゃんやおばあちゃんの顔を私は知りません。でも、この家族

のあたたかい笑顔と、確かなしつけがにじみ出ているようで、うれしい気持ちになるのは、私だけではないと思

っています。 

保護者の皆様、地域の皆様、この１年間本当にありがとうございました。私たち人間は、ともすると目に

見える結果にとらわれがちです。しかし、大切なのは、そこに至るいくつもの目に見えない愛情だと思って

います。子どもたちはこの白川村の日々の暮らしを通して、人を信じること、年長者を敬うこと、嘘をつか

ないこと・・・などたくさんのことを学んでいくのです。 

 皆様のご支援に感謝しつつ、白川郷学園は平成３０年度を閉じさせていただきます。 

「ひとりだち」できる児童生徒を育てるさらなるパワーアップした学園を目指し、４月に、新入生を迎え、

活力あるスタートができることを祈っています。 
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卒業生代表：北原乃亜さん、山口春香さん 

               白川郷学園の「村民学」私たちはこの特別な教科によって、「本物に 

出会う活動」を繰り返してきました。(中略)  昨年度行った「白川郷い 

なり」の商品開発。先生方や地域の方々、村役場方々、そして保護者の 

方々など多くの人の支えがあり、進めることができました。学ぶだけで 

なく、思いを発信する活動を通して、少しずつ、自分の言葉で語ること 

を覚えた私たち。１２人一人一人の表現力が伸び、一人一人の個性が輝

き             きました。(中略) 

 この九年間、私たちはたくさんの方々に支えていただき、応援していただきました。(略)地域の子ど

もとして大切に見守ってくださった地域の方々。「ふるさと学習」や「白川びと学」では、未来の担い

手である私たちに、様々な生き方を示していただいた講師の方々。私たちの学習を充実させるために、

海外研修や学習設備の充実に努めてくださった村当局の皆様。白川村で育てていただいたことを誇りに

思えたのは、地域の方々のおかげです。 先日行われた「９年生が幸せになれる日」。在校生の皆さん

が、一生懸命準備し、発表してくれた姿を見て、本当に幸せになることができました。どの発表も私た

ちの心に響き、来年度の学園への更なる期待になりました。(中略)  そして、いつもそ 

ばで力強く、温かく励ましてくれた家族。心配させたり、困らせたりすることがたくさ 

んありましたが、私たちの一番近くで、いつも支えてくれたのが家族でした。（中略） 

今まで関わってくださった方々への感謝を胸に、新たな環境への大きな一歩を踏み出し 

ます。   合唱 指揮：天野雄大 
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 義務教育学校「白川郷学園」になり２回目の卒業証書授与式が

行われました。今年度は、卒業生１２名全員が校長先生より卒業

証書を受け取った後、一人一人が「決意」「感謝」「将来の夢」など

を堂々と語りました。在校生、ご来賓の方々、保護者の方々、教職

員が一体となり、卒業生の門出を盛大にお祝いしました。 

毎朝のハイタッチ挨拶。今日も１日がんばるぞ！と元気をもらいました。 

（１年生） 

なかよし班遊び。今日の遊びは何だろう。ホワイトボードを見に行くのが 

楽しみでした。（２年生） 

「キャンペーンで、どんなことがんばっているの？」目線を合わせてたずね 

てくれた、結トーク。「そうなんだ、がんばっているね」と受け止めてもらえました。（３年生） 

きいている人を引き込む９年生の合唱。一人一人が輝き、体をいっぱい使っての演奏。私たちに音楽の

楽しさを教えてくれました。（４年生） 

全校がまとまり、熱く燃えた体育大会。競技も応援も全力で取り組む姿、最後まで決してあきらめず、

私たちをリードしてくれました。（５年生） 

学園一人ひとりのことを考え、手本を示して頂いた、委員会活動。具体的に例を挙げ、話し合いがより

活発になるよう、私たちに優しく声をかけてくださいました。（６年生） 

部活動(中略)。目標に向かって練習に打ち込む姿、どんな状況でも立ち向かう姿は私たちの憧れです。

先輩方みたいになれるように私たちも頑張ります。（７年生） 

９年生のよさは「やさしさ」です。皆さんはいつも笑顔で後輩の背中を押してくれました。小さな努力

を積み重ね、いくつものハードルを乗り越えてきたからこそ、やさしくなれるのだと思います。そんな

先輩方の姿を、これからも追い続けます。（８年生） 

合唱 指揮：吉脇隆正 伴奏：松本万優 

（中略）皆さんの未来がさらに光り輝くことを、後輩一同応援しています。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

   

       

   

   

   

   

 

 白川保育園、平瀬保育園の年長さん１８名が、またまた白川郷学 

園にきてくれました。今回は、仲良し班( )と一緒に 

遊んだり、１年生と授業交流をしたり、２年生が作ったおもちゃで 

一緒に遊んだりしました。そして、学園のランチルームで校長先生 

や園長先生、教頭先生と一緒に給食を食べました。もうすぐ１年生 

です。学園児童生徒、教職員は、入学してくる日を楽しみにしてい 

ます。 
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１８時３０分よりＮＨＫの「あなたのまちで 岐阜オンステージ」の本

番収録が行われました。午前中、５，６年生は、プロのカメラマンやプロ

デューサーから放送のしくみを詳しく教えてもらいました。本物のテレ

ビカメラを持たせてもらうなど、本物に触れることができ、貴重な時間

となりました。１４時からはリハーサル、そして１８時３０分から、た

くさんの白川村の方々をお迎えして、本番の収録が始まりました。ゲス

トは、「 」さん、「 」さん、「 」

さん、また司会者は「 」さん、「 」です。 

学園児童生徒の出番は、 

８～９年生が中心となり白川村や学園の紹介。 

２７名の選抜児童生徒が、新沼謙治さんの「ふるさとは今もかわらず」

の歌に合わせて、バックコーラス。 

参加児童生徒全員で、新校歌「白川郷に生きる」の合唱 

飯島民謡保存会の皆さんによる、こだいじん(傘踊り) 

今年完成した新しい白川郷学園の校歌『白川郷に生きる』の歌詞 

に「結の心が人をつなぐ」とあります。このことを特に感じたのが 

オーストラリア研修です。(中略)  私たちは次のような質問を受け 

ました。「白川村の良いところは」と聞かれました。この質問は場 

所を聞いたようですが、私たちは「白川村民です」と答えました。 

(中略)  私たち卒業生にとって、白川村といえば、おじいちゃん、

おばあちゃん、そして赤ちゃんまで、白川村に住む人すべてが、財産だと答えます。(中略)次の

新しい環境でも、結の心を大切にし、生活していきます。   合唱  
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行事、下校時刻等は予定です。
４月の始業式にもう一度行事
予定を配布します。 


